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Library and Information Science and Policy Science contact: 
An Essay on the placement policy of the school librarian 
 






































































































































































6．Rhodes & Marshの類型論 
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表1 Rhodes & Marsh の類型論18 
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  Rhodes & Marshの類型論の4つの次元を使用して、学校司書配置政策を検証していくことで、
上田女子短期大学紀要第四十号 2017 























  (a) 参加者数 非常に限定的。県教委と教職員組合（司書部） 






 (b)継続性 学校司書制度に持続性がある。 














- 9 - 
 
 このように上記の試論のようにRhodes & Marshの類型論は学校図書館整備や学校司書の配
置といった政策形成過程を分析していく際の有力なツールとしての可能性をみることができる。 
 
8. Rhodes & Marshの類型論と学校司書配置政策研究の意義 
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